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研究成果の概要（和文）： 

2008年度から2012年度にかけて第一次プロジェクトを完了し、さらに2012年度には第二次

プロジェクトに着手した。第一次プロジェクトにおいては、山口県における遺伝看護の卒後

教育と実践に関する課題を明らかにし、遺伝看護卒後教育継続実施のための有効な方策につ

いて検討した。第二次プロジェクトにおいては、第一次プロジェクト終了後も引き続き遺伝

看護の卒後教育を継続できるように、参加希望者のメーリングリストを作成した。研究成果

は国内・国際学会で発表した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
  We completed the first project on genetic nursing in 2008-2012 and started the second 

one in 2012. In the former project we clarified the subject concerning the education 
and practice on genetic nursing after graduation in Yamaguchi prefecture and took 
useful measures to meet its continuation practice. In the latter one we made 
mailing-list of the participants to keep it on after the former project. We presented 
of it in the national and international nursing meetings. 

 
交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
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１． 研究開始当初の背景 

ポストゲノム時代を迎え，遺伝医療はます
ます重要になっている。遺伝病に限らずこれ
まで遺伝との関係が不明であった生活習慣
病や多くの疾患についても，その成因や病態

の解明，治療の開発など，遺伝医療に対する
期待は大きい。その一方で，遺伝医療がクラ
イエントや家族にもたらす生命倫理上の問
題や弊害についても認識され始めており，医
療職者は遺伝医療について十分な見識およ
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び胆識を養うことが必要になっている。しか
しながら，現在わが国の看護基礎教育におい
て，「遺伝看護学」は独立してその地位を確
立するまでには至っていない。したがって，
学生時代に遺伝看護を学んだ看護職者は限
られている。このような状況を受けて，本研
究では山口県の遺伝看護教育の実態および
遺伝看護の実践状況について調査し，遺伝看
護における教育的支援を実践するための「遺
伝看護卒後教育推進プロジェクト」を構築す
る。 

 

２． 研究の目的 

本研究は報告者が暮らす山口県において
「遺伝看護の卒後教育」を推進し，一人でも
多くの看護職者が患者（クライエント）・家
族の求める最良の看護ケアを提供できるよ
うに，看護職者に教育的支援を行う実践的研
究である。 

   

３．研究の方法 

平成 20-24年度および平成 24 年度の二期
に分けて、下図の内容を計画した。 
 
 
 
 
 
 
 
○遺伝看護の実 
践状況・卒後教 
育の実態 

○学生の理解度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
Ⅰ．2008-2012年度： 
山口県遺伝看護卒後教育推進第一次プロジェ
クトを完了した 
(1）山口県における遺伝看護の卒後教育と実
践に関する問題を明らかにし、遺伝看護卒後
教育継続実施のための有効な方策について検 
討した。実態調査結果は以下のとおりである。 
①山口県下の看護師167名、助産師84名全員が、
何らかの遺伝看護ケアに携わっていた 
②出生時(後)の先天異常のケアの経験者が最
も多く67％、出生前診断（内容）の相談が20％
で最も少なかった 
③出生時(後)の先天異常のケア実施において
は、心理面の援助とタイミングの図り方に最
も強い困難感を抱いていた 
④遺伝看護の知識に対する苦手意識は全体で
は少なかったが、ケアを実施した経験者にお
いては、半数以上が知識のないことで困って
いた 
 以上の結果より、本プロジェクトにおいて
は、講義形式の座学の他に、事例検討をとお
して疾患を理解し、遺伝看護ケア、遺伝の基
礎知識を習得できるように、下記(2)について
教授法、学習形態を工夫した。 
 
（2）講演会、教育セミナー開催： 
①遺伝看護教育セミナー（参加者60-100名） 
・染色体異常のある娘をもつ母親の語り   
・遺伝看護の現状；神経疾患、家族性アミロ
イドポリニューロパチー 

・家族性腫瘍の患者およびご家族への対応  
ケア   

・Genetics and nursing – developments in 
the UK and Europe（STTI共催） 

②遺伝看護教育ワークショップ（参加者16- 
40名） 

・Ethics and genetic nursing: sharing our 
concerns and looking to the future 

・先天異常のある子どもに関連した倫理的問
題と遺伝看護（遺伝医療にかかわる患者の
意思決定支援）、25週で胎児発育不全を指
摘されたが、積極的な医療介入を希望され
ず、子宮内胎児死亡となったケース 

・先天異常に関連した倫理的問題と遺伝看護 
（Ethical issues in case study of fetus  
with congenital abnormalities）、妊娠26
週で胎児発育不全、妊娠28～29週で先天奇
形（水頭症、二分脊椎）、12トリソミーモ
ザイクと診断され、分娩形式・出生後の処
置に対して夫婦の意見が異なったケース 

③ワークショップの進め方に関する工夫:下
記の進行方法により、事例および講義の内容
理解が深まった 

事例提供 
   ・事例報告（資料に沿って） 
   ・事例提供の理由 

○学習会の開催 

○事例検討会 

第一次プロジェクト 

実態調査 

H20-24 

組織作り 

○山口県遺伝看
護教育セミナー
開催 

実践プログラ
ム作成 

○国際遺伝
看護シンポ
ジウム開催 
（共催） 

問題の 
明確化 

○山口県遺伝看護
研究会ネットワー
ク作り 
○メーリング 
リスト作成 

第二次プロジェ
クト開始 

H24 



         ↓ 
ディスカッション（参加者全員） 

  ↓ 
事例に基づいた講義、解説 

（ファシリテーター役の講師） 
     ↓ 
    まとめ 

④講演会、ワークショップ開催における広報
の工夫 

・ポスター作製（イラスト入り、カラー版） 
・ポスター掲示および配布（山口大学内、山
口大学医学部附属病院内全病棟、山口県看
護協会） 

・インターネット・メールの活用 
⑤遺伝看護学習ホームページ開設 
 
(3) 本プロジェクトの成果： 
①遺伝看護に対する関心・興味の増加 
・勤務後にもかかわらず、20時過ぎまでかか
るワークショップへの自発的な参加 

・看護職者以外の職種の参加（ST、PT、検査 
技術科学専攻教員） 

・山口大学医学部附属病院遺伝子診療部担当
を受諾する看護職者の増加 

・メーリングリストへの自発的な参加 
・大学院で「遺伝看護学」を受講する山口大
学医学部附属病院ナースの増加 

②遺伝カウンセリングについて、患者への積
極的な情報提供および医師への積極的な照
会が、看護職者によって日常的に実施され
るようになった 

Ⅱ．2012年度： 
第二次プロジェクト開始に向けた取り組みを
開始した 
(1)第一次プロジェクトで取り組んだ内容を
今後も継続実施し、山口県の遺伝看護卒後教
育がさらに充実するように、参加希望者のメ
ーリングリストを作成した 
(2)国内・国際学会で研究成果を発表した 
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〔その他〕 
(1)ホームページ 
①遺伝看護学習ホームページ 

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~shouni/

index.html（2011年～） 

(2)教育用ＤＳソフト           
①辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）先天異常、2011年 

②辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）先天奇形、2011年 

③辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）遺伝子異常、2011年 

④辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）単一遺伝子病、2011年 

⑤辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）多因子遺伝病、2011年 

⑥辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典

（分担）常染色体優性遺伝病、2011年 

⑦辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）常染色体劣性遺伝病、2011年 

⑧辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）X連鎖優性遺伝病、2011年 

⑨辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）X連鎖劣性遺伝病、2011年 

⑩辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）染色体異常、2011年 

⑪辻野久美子、病態生理ＤＳ：病態生理事典
（分担）ダウン症候群、2011年 
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